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基
幹
都
市
・
浜
松

浜
松
の
発
展
と
広
域
都
市
地
方
計
画

戦
後
二
〇
年
経
っ
た
一
九
六
五
年
（
昭
和
四
〇
）

を
は
さ
ん
で
、
東
海
道
新
幹
線
が
開
通
し
、
そ
の
五

年
後
に
は
東
名
高
速
道
路
が
開
通
し
た
。
ど
ち
ら
も

交
通
の
画
期
的
な
高
速
化
を
も
た
ら
し
た
が
、
単
に

そ
れ
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
遠
州
各
地
の
道
路
の
整

備
は
そ
れ
以
後
飛
躍
的
に
進
み
、
他
地
域
と
の
つ
な

が
り
が
増
え
、
と
り
わ
け
浜
松
地
方
は
大
き
な
変
化

の
時
代
を
迎
え
た
。

そ
れ
ま
で
は
地
域
の
中
で
、
交
通
は
線
と
し
て
考

え
る
こ
と
が
で
き
た
。
す
で
に
各
章
で
み
て
き
た
よ

う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
交
通
路
は
、
始
点
と
終
点
と
を

も
つ
線
と
し
て
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
い
ま

や
、
浜
松
と
い
う
地
域
を
超
え
、
さ
ら
に
は
遠
州
を

超
え
た
視
野
で
、
し
か
も
面
と
し
て
交
通
を
捉
え
な

く
て
は
な
ら
な
く
な
っ
た
。

す
で
に
江
戸
時
代
か
ら
明
治
の
初
め
頃
ま
で
に
、

遠
州
地
方
で
は
浜
松
と
他
の
城
下
町
・
宿
場
町
と
の

間
に
、
町
と
し
て
の
規
模
の
違
い
は
あ
っ
た
。
し
か
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し
、
そ
れ
は
政
治
の
中
心
が
浜
松
に
あ
っ
た
た
め
の

規
模
の
違
い
で
、
都
市
と
し
て
の
質
的
な
差
で
は
な

か
っ
た
と
い
え
る
。

そ
れ
が
質
的
な
違
い
に
変
わ
り
は
じ
め
た
の
は
、

開
通
し
た
東
海
道
線
を
中
心
に
、
浜
松
と
近
郊
と
を

結
ぶ
馬
車
や
軽
便
鉄
道
の
敷
設
な
ど
、
交
通
・
運
輸

の
近
代
化
が
活
発
に
進
む
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
で
あ

る
。
そ
れ
ま
で
農
家
の
副
業
と
し
て
行
わ
れ
て
き
た

織
布
・
染
色
の
工
業
化
も
進
ん
だ
。
楽
器
、
織
機
な

ど
新
し
い
製
造
業
、
あ
る
い
は
農
林
産
物
の
加
工
な

ど
も
発
達
し
た
。
交
通
が
発
達
し
近
代
産
業
が
勃
興
・

発
展
す
る
中
で
、
浜
松
は
活
況
を
お
び
た
都
市
に
変

貌
し
て
い
っ
た
。

非
常
に
大
き
な
強
み
は
、
北
部
後
背
地
が
広
く
て

十
分
に
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
浜
松
と
そ
れ
ら
の
地
域

を
結
ん
で
郊
外
鉄
道
が
敷
設
さ
れ
、
道
路
が
改
良
さ

れ
、
バ
ス
交
通
も
発
達
し
た
。
交
通
の
発
達
は
人
や

物
の
流
れ
を
活
発
に
し
て
経
済
・
産
業
の
発
展
を
う

な
が
し
、
経
済
・
産
業
が
盛
ん
に
な
る
と
さ
ら
に
交

通
の
発
達
が
促
進
さ
れ
た
。
遠
州
地
方
の
中
心
都
市

と
し
て
浜
松
の
勢
力
は
ま
す
ま
す
拡
大
し
、
工
業
立

地
の
上
か
ら
も
優
位
を
保
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。

都
市
計
画
事
業
の
面
か
ら
み
る
と
、
都
市
計
画
法

は
一
九
一
九
年
（
大
正
八
）
に
で
き
た
が
、
浜
松
市

は
当
時
の
人
口
六
万
人
ほ
ど
で
、
面
積
も
約

匸
一
平

方
j

（
一
九
九
二
年
四
月
現
在
で
二
五
四
・
五
平
方
j

。
当
時
は
二
〇
分
の
一
以
下
）
、
と
て
も
都
市
計
画

な
ど
行
う
資
格
は
な
い
と
さ
れ
、
こ
の
法
律
の
適
用

都
市
に
は
な
れ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
市
で
は
浜
松
市

域
拡
張
調
査
委
員
会
、
都
市
計
画
調
査
委
員
な
ど
を

置
き
、
周
辺
町
村
の
合
併
を
推
進
す
る
方
向
で
努
力

を
始
め
た
。

一
九
二
三
年
（
大
正

匸
一
）
に
こ
の
法
律
の
適
用

都
市
に
な
り
、
そ
の
二
年
後
に
、
浜
松
市
と
曵
馬
、

蒲
、
白
脇
、
可
美
、
入
野
、
富
塚
の
各
村
と
、
飯
田

お
よ
び
芳
川
の
両
村
の
一
部
が
、
浜
松
都
市
計
画
区

域
と
し
て
認
定
さ
れ
た
。
浜
松
駅
を
中
心
に
半
径
四
・

八
い
の
区
域
で
、
面
積
七
五
平
方
j

、
人
口

匸
一
万

人
。
浜
松
が
遠
州
地
方
の
基
幹
都
市
と
し
て
発
展
す

る
よ
う
に
な
っ
た
の
も
、
こ
の
都
市
計
画
区
域
の
決

定
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
か
っ
た
。

つ
づ
い
て
浜
松
市
の
街
路
計
画
（

匸
二
路
線
）
が

決
定
さ
れ
、
鍛
冶
町
通
り
、
田
町
静
銀
前
通
り
、
広

小
路
な
ど
の
建
設
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
一
九
三
五
年

（
昭
和
一
〇
）
頃
か
ら
民
間
の
区
画
整
理
事
業
も
行

わ
れ
た
。

戦
後
も
、
戦
災
復
興
都
市
計
画
事
業
を
進
め
る
と

同
時
に
、
周
辺
町
村
の
合
併
が
積
極
的
に
行
わ
れ
て

き
た
。

一
九
四
九
年
　
可
美
村
の
一
部
、
入
野
村
蜆
塚
を

編
入

一
九
五
一
年
　

新
津
村
、
河
輪
村
、
五
島
村
と
合
併

一
九
五
四
年
　

笠
井
町
、
長
上
村
、
和
田
村
、
中

ノ
町
村
、
芳
川
村
、
飯
田
村
、
三

方
原
村
、
吉
野
村
と
合
併

一
九
五
五
年
　

神
久
呂
村
、
都
田
村
と
合
併

一
九
五
七
年
　

積
志
村
、
入
野
村
と
合
併
、
湖
東

村
の
一
部
を
編
入

一
九
六
〇
年
　

湖
東
村
と
合
併

一
九
六
一
年
　

篠
原
村
と
合
併

一
九
六
五
年
　

庄
内
村
を
合
併
（
一
九
八
二
年

人
口
五
〇
万
人
と
な
る
）
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一
九
九
一
年
　
可
美
村
と
合
併

こ
う
し
て
市
域
の
拡
張
と
整
備
は
さ
ら
に
進
ん
だ

の
で
あ
る
。

他
方
、
浜
松
以
外
の
諸
都
市
は
、
経
済
上
あ
る
い

は
交
通
上
の
競
争
で
浜
松
に
お
く
れ
を
取
り
、
あ
る

い
は
地
勢
的
な
制
約
か
ら
、
都
市
と
し
て
の
発
展
を

制
約
さ
れ
た
。

こ
う
し
た
歴
史
的
な
事
実
に
加
え
て
、
浜
松
地
方

は
さ
ら
に
新
し

い
大
変
化
の
時
代
を
迎
え
た
の
で
あ

る
。
東
海
道
新
幹
線
は
東
京
、
大
阪
へ
の
距
離
を
一

気
に
短
縮
し
、
さ
ら
に
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
急

速
な
進
展
の
中
で
東
名
高
速
道
路
は
日
本
経
済
の
大

動
脈
と
な
っ
た
。
従
来
の
線
の
交
通
か
ら
、
囗
本
の

国
土
の
中
で
の
遠
州
地
方
全
域
を
面
の
交
通
と
し
て

捉
え
、
交
流
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
強
化
す
る
計
画
的

発
展
を
め
ざ
す
必
要
が
出
て
き
た
。

そ
れ
は
浜
松
に
と
っ
て
緊
急
の
課
題
と
な
っ
た
。

む
ろ
ん
周
辺
の
市
町
村
に
と
っ
て
も
無
関
係
で
は
な

く
、
浜
松
を
中
核
と
す
る
広
域
都
市
地
方
圈
を
一
体

と
し
た
開
発
計
画

が
、
い
ろ
い
ろ
と
構
想
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。

た
と
え
ば
環
浜
名
湖
圈
構
想
、
あ
る
い
は
西
遠
広

域
都
市
計
画
。

ま
た
掛
川
・
磐
田
・
福
田
・
二
俣
・
金
指
・
気
賀
・

雄
踏
・
舞
阪
な
ど
を
浜
松
の
衛
星
都
市
と
し
て
含
む

広
域
都
市
地
方
計
画
、
さ
ら
に
は
こ
れ
と
有
機
的
に

結
ば
れ
る
天
竜
川
地
域
の
総
合
開
発
計
画
。

あ
る
い
は
浜
松
地
方
の
経
営
者
団
体
が
、
浜
松
・

浜
北
・
磐
田
・
天
竜
・
豊
田
・
竜
洋
・
福
田
・
豊
岡

の
行
政
当
局
、
建
設
省
、
県
と
、
広
域
的
な
開
発
に

つ
い
て
意
見
交
換
す
る
天
竜
川
経
済
サ
ミ
ッ
ト
。

一
九
八
〇
年
代
に
な
っ
て
事
業
化
が
具
体
化
し
、

着
々
と
進
み
け
じ
め
だ
の
が
、
後
に
述
べ
る
浜
松
地

域
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
建
設
で
あ
る
。

浜
松
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル

一
九
八
二
年
（
昭
和
五
七
）
に
完
成
し
た
浜
松
駅

北
口
広
場
の
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
は
、
遠
州
地
方
全
域

に
広
が
る
バ
ス
路
線
の
一
大
拠
点
と
な
っ
て
い
る
。

同
時
に
鉄
道
（
東
海
道
新
幹
線
、
東
海
道
本
線
、
遠

州
鉄
道
）
や
タ
ク
シ
ー
な
ど
各
交
通
機
関
と
の
結
節

点
と
し
て
の
機
能
を
果
た
し
て
い
る
。

中
心
施
設
は
、
直
径
七
七
片
の

二
（
角
形
の
一
六

の
バ
ス
バ
ー
ス
。
一
バ
ー
ス
当
た
り
の
バ
ス
発
車
回

数
は
完
成
当
時
全
国
一
で
あ
っ
た
。
待
合
シ
ェ
ル
タ
ー
、

各
種
標
示
板
、

ベ
ン
チ
、
灰
皿
、
ご
み
箱
な
ど
の
施

設
が
ゆ
っ
た
り
と
配
置
さ
れ
、
樹
木
も
駅
前
広
場
全

体
で
大
小
約
六
〇
〇
〇
本
が
植
え
ら
れ
た
。

浜
松
駅
や
周
辺
街
区
か
ら
、
四
本
の
地
下
道
と
地

下
広
場
（
直
径
五
五
八
）
を
通
っ
て
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ

ル
に
上
が
る
。
地
下
広
場
の
天
井
は
吹
き
抜
け
（
直

径
二
八
片
）
に
な
っ
て
い
て
、
太
陽
の
光
が
届
き
解

放
感
が
あ
る
。
バ
ス
の
総
合
案
内
所
を
兼
ね
る
乗
車

券
発
売
所
も
こ
の
地
下
広
場
の
一
角
に
あ
り
、
地
下

道
入
り
口
に
は
階
段
の
ほ
か
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
お
よ

び
モ
ノ
リ
フ
ト

が
設
け
ら
れ
た
。

遠
州
一
円
の
バ
ス
路
線
網
の
拠
点
と
し
て
、
ま
た

各
種
交
通
機
関
と
の
結
節
点
と
し
て
、
こ
の
近
代
的

シ
ス
テ
ム
の
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
は
効
率
的
な
機
能
を

果
た
し
、
浜
松
を
中
核
と
し
た
広
域
的
・
総
合
的
交

通
シ
ス
テ
ム
の
形
成
へ
と
向
か
う
一
つ
の
象
徴
的
な

施
設
と
な
っ
た
。





浜
松
地
域
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
と
そ
の
道
路
網

産
（
先
端
技
術
産
業
）
・
学
（
研
究
施
設
、
大
学
な

ど
）
・
住
の
調
和
が
と
れ
た
街
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
、

国
が
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
（
技
術
集
積
都
市
）
構
想
を
発

表
し
た
の
が
一
九
八
〇
年
（
昭
和
五
五
）
の
こ
と
だ
っ

た
。
新
し
い
地
域
文
化
の
創
造
を
理
念
と
す
る
も
の

で
あ
る
。

こ
れ
に
基
づ
い
て
浜
松
地
域
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
開
発

構
想
が
策
定
さ
れ
、
一
九
八
四
年
（
昭
和
五
九
）
に

全
国
で
ト
ッ
プ
を
切
っ
て
他
の
九
県
と
と
も
に
こ
の

計
画
が
国
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
た
。
リ
ゾ
ー
ト
地
に

近
接
す
る
豊
か
な
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
、
工
業
集
積
・

技
術
集
積
が
高
く
、
学
術
研
究
機
関
の
立
地
に
好
適

で
あ
り
、
企
業
家
精
神
に
富
ん
だ
風
土
を
も
つ
浜
松

地
域
は
、
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
建
設
に
ふ
さ
わ
し
い
条
件

を
備
え
て
い
た
の
で
あ
る
。

「
ニ

ー
世
紀
へ
の
み
ち
づ
く
り
」
を
基
本
目
標
と
す

る
静
岡
県
の
新
総
合
計
画

が
、
一
九
八
七
年
（
昭
和

六
二
）
に
発
表
さ
れ
た
が
、
こ
の
中
で
も
浜
松
地
域

テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
建
設
を
重
要
な
施
策
と
し
て
位
置
づ

け
、
そ
の
効
果
が
全
県
に
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
波
及
す

る
も
の
と
期
待
さ
れ
た
。

テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
は
浜
松
市
を
母
都
市
と
し
、
浜
北

市
、
天
竜
市
、
細
江
町
、
引
佐
町
の
三
市
二
町
約
六

万
五
三
〇
〇
か
の
区
域
で
あ
る
。

母
都
市
で
あ
る
浜
松
市
に
は
、
高
度
の
都
市
機
能

を
強
化
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
情
報
化
社
会
に

対
応
し
た
オ
フ
ィ
ス
地
区
の
形
成
、
生
活
者
の
多
様

化
し
た
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
都
心
型
商
業
地
づ
く
り
、

交
通
シ
ス
テ
ム
の
整
備
な
ど
が
推
進
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。
そ
の
中
で
も
っ
と
も
注
目
さ
れ
る
の
が
、

テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
構
想
の
推
進
拠
点
と
し
て
浜
松
駅
前

に
建
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
ア
ク
ト
シ
テ
ィ
で
あ

〔
ア
ク
ト
シ
テ
ィ
〕

そ
の
建
設
地
で
あ
る
浜
松
駅
東
街
区
は
、
東
海
道

本
線
の
高
架
化
、
貨
物
駅
の
移
転
、
土
地
区
画
整
理

事
業
の
施
行
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
。
浜
松
市
は

こ
の
開
発
に
つ
い
て
、
提
案
競
技
方
式
を
採
用
す
る
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こ
と
を
決
定
し
、
一
九
八
九
年
（
平
成

匸

に
提
案

競
技
が
行
わ
れ
た
。

そ
の
結
果
、
第
一
生
命
グ
ル
ー
プ
の
ア
ク
ト
シ
テ
ィ

案
が
入
選
し
、
官
民
一
体
と
な
っ
て
こ
の
都
市
開
発

事
業
を
進
め
る
こ
と
に
な
り
、
一
九
九
一
年
度
か
ら

着
工
の
運
び
と
な
っ
た
。

中
心
と
な
る
ア
ク
ト
タ
ワ
ー
は
、
地
上
四
五
階
、

地
下
二
階
、
高
さ
二

匸

丁

七
七
片
で
、
首
都
圏
と

大
阪
圏
を
除
く
と
日
本
で
も
っ
と
も
高
い
超
高
層
ビ

ル
に
な
る
。
屋
上
に
ヘ
リ
ポ
ー
ト
、
四
五
階
に
展
望

回
廊
、
上
層
階
に
わ
が
国
を
代
表
す
る
シ
テ
ィ
ホ
テ

ル
（
オ
ー
ク
ラ
）
、
中
層
階
に
オ
フ
ィ
ス
、
低
層
階
に

は
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
街
や
レ
ス
ト
ラ
ン
街
、
カ
ル
チ
ャ
ー

や
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
機
能
を
一
体
化
し
た
商
業

文
化
ゾ
ー
ン
が
形
成
さ
れ
る
。

タ
ワ
ー
に
隣
接
し
て
駅
側
に
、
大
ホ
ー
ル
（
多
機

能
ホ
ー
ル
）
、
中
ホ
ー
ル
（
音
楽
指
向
）
、
コ
ン
グ
レ

ス
セ
ン
タ
ー
、
立
体
公
園
な
ど
の
施
設
、
反
対
側
に

は
展
示
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
、
屋
上
庭
園
な
ど
の
施
設

が
で
き
る
。
ま
た
街
区
全
体
は
動
く
歩
道
な
ど
で
結

ば
れ
る
。
地
下
駐
車
場
は
約
二
〇
〇
〇
台
を
収
容
可

能
。産

業
技
術
、
音
楽
・
文
化
、
情
報
な
ど
の
都
市
機

能
を
複
合
さ
せ
た
こ
の
都
市
空
間
は
、
テ
ク
ノ
ポ
リ

ス
の
人
々
が
集
い
、
ま
た
世
界
の
人
々
が
交
流
す
る

街
を
め
ざ
し
て
い
る
。
浜
松
市
は
世
界
的
規
模
の
会

議
・
学
会
・
見
本
市
・
ス
ポ
ー
ツ
大
会
な
ど
を
誘
致
・

企
画
す
る
国
際
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
シ
テ
ィ
の
指
定
も

受
け
て
い
る
。
ア
ク
ト
シ
テ
ィ
完
成
は
一
九
九
四
年

（
平
成
六
）
の
予
定
で
あ
る
。

〔
浜
松
市
都
田
開
発
区
〕

テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
の
中
核
拠
点
と
し
て
開
発
さ
れ
た

の
が
浜
松
市
の
都
田
地
区
約
二
四
〇
か
で
あ
る
。

産
業
、
学
術
研
究
、
住
宅
の
各
用
地
を
、
緑
豊
か

な
自
然
環
境
の
中
に
調
和
さ
せ
な
が
ら
開
発
整
備
し

て
い
る
が
、
一
九
九
〇
（
平
成
二
）
年
度
ま
で
に
企

業
用
地
の
分
譲
が
終
わ
り
、
翌
年
に
は
静
岡
県
浜
松

工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
が
オ
ー
プ
ン
、
そ
の
後
も
静
岡

大
学
地
域
共
同
研
究
セ
ン
タ
ー
そ
の
ほ
か
の
中
核
施

設
が
順
次
建
設
さ
れ
て
い
っ
た
。

そ
の
昔
の
徳
川
と
武
田
の
合
戦
で
有
名
な
三
方
原

台
地
の
北
端
に
あ
り
。

浜
松
駅
か
ら
北
へ
約
匸
二
丿

東
名
高
速
道
路
浜
松
イ
ン
タ
ー
か
ら
約
八
い

″
　
　
　
西
浜
松
イ
ン
タ
ー
か
ら
約
八
j
　

に
位
置
し
て
い
る
。

こ
の
地
区
の
幹
線
道
路
と
し
て
、
浜
松
の
市
街
と

結
ば
れ
る
中
ノ
町
都
田
線
（
通
称
、
満
州
道
路
。
幅

三
〇
片
）
が
走
っ
て
い
る
。
こ
の
道
路
に
は
、
緑
に

つ
つ
ま
れ
た
幅
八
び
の
自
転
車
と
歩
行
者
の
た
め
の

専
用
道
が
、
ま
わ
り
の
景
観
と
一
体
と
な
る
よ
う
整

備
さ
れ
た
。

こ
れ
に
交
差
す
る
形
で
、
同
じ
く
幹
線
道
路
で
歩

行
者
の
メ
イ
ン
動
線
で
も
あ
る
都
市
計
画
道
路
横
尾

線
（
幅
三
〇
片
）
が
通
っ
て
い
る
。
ま
た
、
い
く
つ

か
の
補
助
幹
線
道
路
、
区
画
道
路
が
連
絡
し
、
ネ
ッ

ト
を
形
成
し
て
い
る
。

地
区
の
中
央
部
を
東
西
に
国
道
三
六
二
号
線
が

通
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
浜
松
市
の
外
環
状
線
、
中
環
状
線
、
内
環

状
線
、
市
街
地
環
状
線
な
ど
が
、
ほ
か
の
産
業
区
域

や
研
究
機
関
と
結
ん
で
い
る
。



第
1
0章
　
新
交
通
シ
ス
テ
ム
に
向
か
っ
て

2
　
一
つ
に
な
る
遠
州
地
方

テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
の
多
彩
な
拠
点

浜
松
地
域
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
は
、
政
治
・
経
済
・
文

化
に
お
い
て
歴
史
的
に
も
つ
な
が
り
の
深
い
三
市
二

町
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区

の
資
源
と
特
性
を
活
か
し
、
産
業
の
高
度
化
を
図
る

こ
と
を
め
ざ
し
て
、
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
地
域
内
で
の
機

能
分
担
が
行
わ
れ
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。

〔
浜
北
新
都
市
開
発
計
画
〕

浜
松
市
都
田
開
発
区
お
よ
び
浜
松
医
科
大
学
周
辺

地
区
と
一
体
と
な
っ
て
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
の
中
核
ゾ
ー

ン
を
担
い
、
産
業
系
用
地
約
四
三
か
、
住
宅
系
用
地

約
五
四
か
を
含
む
新
し
い
都
市
づ
く
り
。

〔
浜
北
リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク
〕

わ
が
国
で
初
め
て
故
高
柳
健
次
郎
が
、
電
気
信
号

に
よ
る
ブ
ラ
ウ
ン
管
映
像
方
式
に
よ
る
実
験
に
成
功

し
た
が
、
こ
れ
が
浜
松
地
方
の
光
技
術
産
業
の
ル
ー

ツ
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
地
方
の
光
電
子
増
倍
管
の

製
造
は
全
国
一
で
、
光
技
術
団
地
で
あ
る
浜
北
リ
サ
ー

チ
パ
ー
ク
は
一
九
八
七
（
昭
和
六
二
）
年
度
に
完
成



を
み
た
。
開
発
面
積
は
一
七
お
。

〔
テ
ク
ノ
ラ
ン
ド
細
江
〕

研
究
開
発
を
中
心
と
す
る
新
し
い
タ
イ
プ
の
異
業

種
中
小
企
業
の
工
場
団
地
で
、
一
九
八
八
（
昭
和
六

三
）
年
度
に
完
成
し
た
。
開
発
面
積
は
三
八
竹
。

〔
細
江
町
テ
ク
ノ
リ
ソ
ー
ト
〕

奥
浜
名
湖
の
資
源
を
活
か
し
、
テ
ス
ノ
ポ
リ
ス
圈

で
の
研
究
・
研
修
お
よ
び
リ
ゾ
ー
ト
機
能
を
担
う
施

設
。〔

天
竜
市
阿
蔵
山
住
宅
地
〕

緑
豊
か
な
自
然
環
境
と
調
和
し
た
住
宅
地
の
開
発

を
め
ざ
す
。
計
画
面
積
は
三
四
紛
。

〔
い
な
さ
湖
周
辺
開
発
〕

都
田
川
の
ダ
ム
湖
で
あ
る
い
な
さ
湖
の
周
辺
に
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
設
備
を
開
発
。

テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
は
以
上
の
ほ
か
に
も
、
浜
名
湖
国

際
頭
脳
セ
ン
タ
ー
や
、
さ
ま
ざ
ま
な
産
業
コ
ン
プ
レ
ッ

ク
ス
お
よ
び
研
究
開
発
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
か
ら
な
っ

て
い
る
。

開
通
後
の
東
名
高
速
道
路

浜
松
地
方
の
主
要
な
道
路
は
現
在
、
別
図
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。
最
も
密

な
区
域
は
浜
松
市
を
中
心

に
放
射
状
、
あ
る
い
は
環

状
に
走
り
、
さ
ら
に
遠
州

地
方
全
域
に
東
西
、
南
北

に
縦
横
に
延
び
て
い
る
。

遠
州
地
方
を
東
西
に
貫

通
す
る
日
本
経
済
の
大
動

脈
・
東
名
高
速
道
路
も
、

通
過
す
る
自
動
車
の
台
数

は
年
ご
と
に
増
え
つ
づ
け

て
い
る
。
浜
松
の
二
つ
の

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
に
つ

い
て
み
る
と
次
の
と
お
り

で
あ
る
。

細江町テクノリソート

天童市阿蔵山土地開発

浜名湖国際頭脳センタービル テクノポリス 道路網



一
九
八
三

一
九
八
四

一
九
八
五

一
九
八
六

一
九
八
七

一
九
八
八

一
九
八
九

三
四
七
　
三
六
三

三
六
四
　

三
八
二

三
七
六
　

三
九
七

四
〇
五
　

四
二
六

四
二
四
　
四
四
二

四
三
二
　

四
四
八

入
口
　
　

出
口

浜
松
イ
ン
タ
ー

一
九
二
　

一
九
六

二
〇
三
　

二
〇
七

ニ

ー
七
　
二

一
一

二
五
〇
　

二
五
四

二
七
〇
　

二
七
一

二
八
八
　
二
九
三

入
口
　
　

出
口

西
浜
松
イ
ン
タ
ー

（
単
位
＝
万
台
、
単
位
以
下
切
捨
て
）

遠
州
地
方
に
は
こ
れ
ま
で
の
吉
田
、
菊
川
、
袋
井
、

浜
松
、
西
浜
松
、
三
ヶ
日
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
に

加
え
て
、
一
九
九
三
年
（
平
成
五
）
に
は
相
良
牧
乃

原
イ
ン
タ
ー
、
掛
川
イ
ン
タ
ー
も
開
通
し
た
。
東
名

高
速
道
路
と
他
の
道
路
網
と
の
接
続
は
よ
り
密
に
な

り
、
面
の
交
通
は
い
っ
そ
う
進
展
し
つ
つ
あ
る
。

〔
相
良
牧
乃
原
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
開
通
〕

一
九
九
三
年
（
平
成
五
）
三
月
、
東
名
高
速
道
路

の
吉
田
イ
ン
タ
ー
と
菊
川
イ
ン
タ
ー
と
の
ほ
ぼ
中
間

に
、
東
名
高
速
道
路
相
良
牧
乃
原
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
が
開
通
し
た
。

民
活
を
導
入
し
た
県
内
で
初
め
て
の
開
発
型
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
で
あ
る
。
牧
乃
原
台
地
を
南
北
に
縦

断
す
る
県
道
・
相
良
金
谷
線
と
直
結
し
、
北
へ
は
金

谷
、
南
へ
は
相
良
や
御
前
崎
な
ど
へ
の
足
が
い
ち
だ

ん
と
便
利
に
な
っ
た
。

イ
ン
タ
ー
の
形
は
シ
ン
グ
ル
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
型
。

入
口
二
車
線
、
出
口
三
車
線
で
、
出
口
に
は
県
内
の

東
名
イ
ン
タ
ー
で
初
め
て
の
自
動
発
券
機
が
設
置
さ

れ
て
い
る
。

〔
掛
川
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
開
通
〕

掛
川
地
方
で
は
従
来
、
東
名
高
速
道
路
へ
は
菊
川

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
を
利
用
す
る
は
か
な
か
っ
た
。

新
た
に
掛
川
に
も
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
を
建
設
す
る

こ
と
が
決
ま
り
、
一
九
九
一
年
（
平
成
三
）
に
起
工
さ

れ
た
が
、
こ
こ
も
開
発
型
で
第
三
セ
ク
タ
ー
が
事
業

主
体
と
な
っ
た
。
一
九
九
三
年
度
完
成
予
定
で
あ
る
。

掛
川
に
は
袋
井
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
と
の
ア
ク
セ

ス
道
路
の
整
備
計
画
、
ま
た
建
設
が
計
画
さ
れ
て
い

る
第
二
東
名
自
動
車
道
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
設
置

も
予
定
さ
れ
て
い
る
。
新
幹
線
駅
の
新
設
（
一
九
八

八
）
に
つ
づ
い
て
、
掛
川
は
中
・
東
遠
地
方
の
高
速

■

新

幹
線

掛
川

駅

の
開
業

掛
川
は
第
3

章
な

ど
で
も
見
た
よ
う
に
歴
史

の
あ
る
町
だ
が
、
明
治
初
め
の
廃
藩
置
県
以
来
、

遠
州
で
も
最
も
静
か
な
町
の
一
つ
で
あ
る
種
の

停
滞
状
態
が
長
く
続
い
て
い
た
。
そ
の
眠
り
を

覚
ま
す
か
の
よ
う
に
一
九
七
七
年
（
昭
和
五
Ξ

、

掛
川

市
長
が
新

幹
線
駅
設

置
の

構
想
を
発

表

し
、
以
来
街
ぐ
る
み
の
運
動
が
展
開
さ
れ
た
。

当
時
、
東
海
道
新
幹
線
の
静
岡
～
浜
松
間
は

駅
間
距
離
七
一
・

五
冫

で
、
す

べ
て
の
新
幹
線

の
駅
間
距
離
の
な
か
で
も
最
長
で
あ
っ
た
。
国

鉄
（
当
時
）
当
局
に
対
し
て
掛
川
市
は
、

「
東
海
地
震
発
生
の
際
に
、
待
避
や
情
報
中
継

点
と
し
て
中
間
に
駅
が
あ
っ
た
ほ
う
が
よ
い
」

と
、
主
張
し

た
。
ま
た
、
第
三
次
全
国

総
合

開
発
計
画
（
三
全
総
）
で

周
辺
の
七
つ
の
町
と

と

も
に
東
遠
地
区
モ

デ
ル
定
住
圈
に
指
定
さ
れ

て
お
り
、
そ
の
町

づ
く
り
の
た
め
に
も
新
幹
線

駅
は
ぜ
ひ
と
も
必
要
だ
と
強
調
し
た
。

新
駅
設
置
の
た
め
に
は
用

地
の
先
行
取
得
や
、

多
額
の
地
元
負
担
金
が
必
要
で
あ
っ
た
。
掛
川

で
は
成
人
者
の
八
〇
％
に
の

ぼ
る
署
名
、
負
担

金
の
一
部

に
あ
て
る
た
め
の
市
民

の
「
こ
だ
ま

預
金
」
、
寄
付
金
の
募
集
、
市
長
や
市
議
会
議
員

の
自
主
的
報
酬
カ
ッ
ト
な
ど
、
粘
り
強
い
運
動

が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。
小
笠
五
町
（
菊
川
、
小

笠
、
浜
岡
、
大
東
、
大
須
賀
）
を
は
じ
め
、
周

辺

の
四
市
一
九
か
町
村
が
一
体
と
な
っ
て
協
力

し
た
。

運
動
を
始

め
て
七
年
後
に
よ
う
や
く
設
置
が

決
ま
り
、
そ
れ
か
ら
約
三
年
後
の
一
九
八
八
年

（
昭
和
六
三
）
三
月
に
開
業
の
運
び
と
な
っ
た
。

こ
れ
に
よ
っ
て
掛
川
は
、
中
・
東

遠
地
方
の
交

通
の
拠
点
と
し
て
大
き
く
飛
躍
す
る
こ
と
に
な

り
、
ま
た
浜
松
地
方
と

の
時
間
距
離
も
短
縮
さ

れ
た
。

駅
の
本
体
工
事
と
と
も
に
駅
周
辺
整
備

事
業

も
地
元
の
手
に
よ
っ
て
行
わ
れ
、
数
あ
る
新
幹

線
駅
の
な
か
で
も
有
数
の
周
辺
環
境
を
誇
っ
て

い
る
。

第2 東名高速道路 挂卜川インター



交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
枢
と
し
て
立
ち
現
れ
よ
う

と
し
て
お
り
、
浜
松
地
方
と
の
ア
ク
セ
ス
も
格
段
に

改
善
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

高
速
交
通
網

の
形

成
へ

浜
松
地
方
に
は
、
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
の
建
設
に
伴
っ

て
ア
ク
ト
シ
テ
ィ
を
は
じ
め
各
所
に
交
流
の
拠
点
が

つ
く
ら
れ
つ
つ
あ
る
。
ま
た
通
信
衛
星
や
都
市
型
C
A
T
V

な
ど
の
情
報
通
信
網
も
整
備
さ
れ
よ
う
と
し

て
い
る
。

さ
ら
に
高
速
交
通
網
の
整
備
も
図
ら
れ
る
こ
と
に

な
り
、
交
通
は
い
ま
や
単
な
る
移
動
・
輸
送
で
は
な

く
、
交
流
の
た
め
の
基
盤
づ
く
り
と
し
て
重
要
な
意

味
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。

〔
第
二
東
名
高
速
道
路
〕

現
在
の
東
名
高
速
道
路
よ
り
北
側
を
通
る
ス
ー

パ
ー
（

イ
ウ
ェ
イ
で
、
建
設
省
は
基
本
ル
ー
ト
な
ど

の
計
画
概
要
を
発
表
し
て
き
た
。
そ
れ
に
沿
っ
て
県

で
も
都
市
計
画
決
定
の
た
め
の
図
面
の
作
成
、
環
境

影
響
評
価
の
取
り
ま
と
め
、
地
元
説
明
会
の
開
催
な

ど
、
早
期
の
事
業
化
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

東
名
と
接
続
す
る
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
が
設
け
ら
れ

て
、
相
互
に
乗
り
換
え
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

■

注
目

さ

れ
る
北
遠

地
方

の
今

後

大
規
模
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
目
白
押
し
の
浜
松

地
方
を
は
じ
め
と
す
る
天
竜
川
下

流
地
域
に
比

べ
て
、
北
遠
地
方
の
新
し
い
交
通
シ
ス
テ
ム
を

含
め
た
開
発
・
発
展
の
道
は
さ
ほ
ど
単
純
で
は

な
い
。

そ
の
一
つ
の
大
き
な
問
題
は
、
土
砂
の
堆
積

で
佐
久
間
ダ
ム
、
秋
葉
ダ
ム
が
予
想
を
上
回
る

速
さ
で
埋
没
が
進
ん
で
い
る
こ
と
で
あ
る
。
す

で
に
ダ
ム
湖
で
は
浚
渫
船
が
土
砂
を
か
き
出
し

て

い
る
風
景
が
珍
し
く
は
な
く
な
っ
て

い
る
。

ダ
ム
の
埋
没
が
進
ん
で
い
る
た
め
に
、
土
砂

が
し
だ
い
に
せ

き
止
め
ら
れ
て
天
竜
川

の
河
床

が
上
が
っ
て
き
た
。
そ
の
た
め
に
以
前

は
下
流

地
域
に
洪
水
の
被
害
が
集
中
し
た
の
に
、
い
ま

で

は
む
し
ろ
上
流
地
域
が
洪
水
に
見
舞
わ
れ
、

生
活
道
路
が
浸
水
に
脅
か
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。ま

た
、
佐
久
間
ダ
ム
建
設
で
は
一
一
四
戸
、

秋
葉
ダ
ム
で
は
七
七
戸
の
家
が
湖
底
に
沈
ん
だ
。

そ
し
て
ダ
ム
景
気
が
終
わ
っ
て
以
後
、
北
遠
地

方
で
は
若
者
た
ち
の
都
会
へ
の
流
出
が
続
き
、

過
疎
化
が
進
ん
で
い
る
。
国
道
一
五
二
号
線
な

ど
の
整
備
で
交
通
は
昔
に
比

べ
て
便
利
に
な
り
、

ど
の
自
治
体
で

も
村
お
こ
し
・
地
域
活
性
化
に

取
り
組
ん
で
い
る
が
、
開
発
へ
の
道
を
ひ
た
走

る
陽

の
当
た
る
下
流
地
域
と
は
対
照
的
に
、
山

里
に
は
静
け
さ
が
漂
っ
て
い
る
。

ダ
ム
の
堆
積
土
砂
を
ど
ん
ど
ん
か
き
出
し
て
、

そ
れ
を
三
遠
南
信
自
動
車
道
や
下
流
地
域
の
大

規
模
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
工
事
用
に
活
用
す
れ
ば

よ
い
、
と
い
う
意
見
も
あ
る
。
そ
の
搬
出
の
た

め
に

。幻
の
佐
久
間
線
″
を
復
活
さ
せ
よ
と
い

う
。
し
か
し
、
下
流
地
域
に
水
や
電
力
を
供
給

し
て

き
て
、
こ
ん
ど
は
土
砂

を
供
給
す
る
と
い

う
の
で
は
、
ほ
ん
と
う
に
陽
の
当
た
る
開
発
に

は
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。
遠
州
に
と
っ
て

の
大

き
な
課
題

は
ま
だ
残
さ
れ
た
ま
ま
と
い
え

浜松地域テクノポリスの機能分担

東名 イ ン ター か ら の道 路 コ ー ス



現
在
、
国

が
推
し
進
め
て
い
る
第
四
次
全
国
総
合

開
発
計
画
（
四
全
総
）
で
は
、
地
方
中
核
都
市
間
を
、

一
時
間
ほ
ど
で
結
ぶ
道
路
網
が
つ
く
ら
れ
る
こ
と
に

な
る
。
総
延
長
は
一
万
四
〇
〇
〇
j

、
二
一
世
紀
初

め
の
完
成
を
め
ざ
し
、
年
間
約
三
五
〇
い
の
ペ
ー
ス

で
高
速
自
動
車
道
の
建
設
が
進
ん
で
い
る
。

こ
の
四
全
総
が
公
表
さ
れ
て
、
東
名
高
速
道
路
、

第
二
東
名
高
速
道
路
と
の
接
続
で
計
画
さ
れ
た
の
が
、

次
に
述
べ
る
三
遠
南
信
自
動
車
道
で
あ
る
。

〔
三
遠
南
信
自
動
車
道
〕

三
ヶ
日
町
と
長
野
県
飯
田
市
と
を
結
ぶ
延
長
約
一

〇
〇
j

の
高
速
道
路
で
あ
る
。
静
岡
県
側
で
は
水
窪

地
区
に
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
が
設
け
ら
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。

ア
ク
セ
ス
道
路
と
し
て
の
国
道
一
五
二
号
線
の
拡

幅
・
改
良
も
進
ん
で
い
る
。
一
九
九
二
年
（
平
成
四
）

に
第
一
一
次
道
路
整
備
五
か
年
計
画
が
発
表
さ
れ
て

高
速
道
路
建
設
は
加
速
さ
れ
、
こ
の
三
遠
南
信
自
動

車
道
も
よ
り
早
い
実
現
に
向
か
っ
て
進
ん
で
い
る
。

こ
れ
ま
で
遠
州
地
方
の
南
北
の
道
は
、
東
西
の
道

に
比

べ
る
と
発
達
が
遅
れ
て
い
た
。
水
窪
の
人
々
に

と
っ
て
は
国
道
一
五
二
号
線
が
唯
一
の
、
か
け
が
え

の
な
い
生
命
線
だ
っ
た
。
そ
の
改
良
拡
幅
工
事
も
長

年
の
願
い
だ
っ
た
が
、
三
遠
南
信
自
動
車
道
の
建
設

と
の
関
連
で
よ
う
や
く
実
現
し
つ
つ
あ
る
。

そ
し
て
、
こ
れ
ま
で
遠
州
地
方
と
信
州
地
方
と
の

間
に
立
ち
は
だ
か
る
険
峻
の
壁
た
っ
た
青
崩
峠
に
、

大
き
な
風
穴
が
開
く
こ
と
に
よ
り
、
ボ
ー
ダ
レ
ス
（
境

の
な
い
）
時
代
が
訪
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

こ
れ
が
実
現
す
る
と
、
自
動
車
・
楽
器
・
オ
ー
ト

バ
イ
な
ど
の
世
界
的
な
企
業
を
も
つ
産
業
都
市
で
あ

る
浜
松
、
港
湾
型
の
都
市
発
展
を
め
ざ
す
豊
橋
、
（

イ
テ
ク
関
連
型
の
中
核
都
市
で
あ
る
飯
田
は
、
ト
ラ

イ
ア
ン
グ
ル
を
形
成
し
て
連
携
を
図
っ
て
い
く
こ
と

に
な
る
だ
ろ
う
。
こ
の
三
拠
点
を
結
ぶ
逆
Y

字
型
の

自
動
車
道
に
よ
っ
て
、
三
市
は
ニ

ー
世
紀
に
向
け
て

結
び
つ
き
を
強
化
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
愛
知
県
で

は
中
部
国
際
空
港
の
構
想
計
画
を
、
こ
の
三
遠
南
信



自
動
車
道
と
関
連
さ
せ
て
開
発
し
て
い
く
機
運
が
高

ま
っ
て
い
る
。

一
方
で
、
こ
の
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
の
は
ざ
ま
に
あ

る
町
村
で
は
、
激
し
い
交
通
の
変
化
と
ボ
ー
ダ
レ
ス

の
進
行
で
、
長
年
に
わ
た
っ
て
地
域
で
育
て
ら
れ
て

き
た
生
活
・
文
化
が
ど
う
な
る
の
か
、
不
安
を
隠
し

き
れ
な
い
で
い
る
。

「
三
遠
南
信
自
動
車
道
が
単
に
通
過
す
る
だ
け
に
な

ら
な
い
よ
う
、
浜
松
・
豊
橋
・
飯
田
の
三
つ
の
拠
点

を
結
ぶ

。線
べ

そ
し
て
沿
線
町
村
を
含
め
た

。面
”

の
発
展
に
進
ん
で
こ
そ
、
こ
の
町
は
生
き
残
れ
る
の

で
す
。」
（「
広
報
み
さ
く
ぼ
」
一
九
九
二
年

匸
一
月

号
）ニ

ー
世
紀
へ
の
テ
イ
ク
オ
フ
　
　

静
岡
空
港

紀
元
二
〇
〇
〇
年
頃
の
開
港
を
め
ざ
し
て
、
静
岡

空
港
の
建
設
計
画

が
進
ん
で
い
る
。

そ
の
位
置
は
、
大
井
川
の
西
側
・
東
名
吉
田
イ
ン

タ
ー
の
北
側
の
榛
原
町
・
島
田
市
が
予
定
さ
れ
て
い

る
。
地
図
を
見
る
と
明
ら
か
な
よ
う
に
静
岡
県
は
日

本
の
ほ
ぼ
中
心
に
あ
り
、
こ
の
空
港
が
で
き
る
と
北

は
北
海
道
か
ら
南
は
沖
縄
ま
で
、
全
国
の
主
要
都
市

へ
の
時
間
は
い
っ
き
ょ
に
短
縮
さ
れ
る
。

新
幹
線
駅
に
近
く
、
東
名
高
速
道
路
の
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
か
ら
も
近
い
。
こ
の
静
岡
空
港
は
遠
州
地

方
に
と
っ
て
も
、
広
域
的
な
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

新
し
い
中
核
に
な
る
と
期
待
さ
れ
る
。
そ
れ
は
浜
松

を
中
核
と
す
る
交
流
機
能
・
観
光
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
ゾ
ー
ン
形
成
・
国
際
的
情
報
文
化
機
能
が
、
よ
り

拡
大
し
、
よ
り
密
度
を
高
め
、
さ
ら
に
充
実
す
る
こ

と
を
意
味
す
る
だ
ろ
う
。

静 岡空 港 の完 成 予 想 図
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